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【手続補正書】
【提出日】平成25年7月8日(2013.7.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、１つには、請求項１の前提部分（プリアンブル部分、所謂おいて書き部分）
の構成を有する泡（フォーム）として皮膚に適用される液体医薬組成物の製造または開発
方法と、それに対応する、請求項９の前提部分の構成を有する局所適用可能な組成物とに
関する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８１】
【図１】表１に示された成分を有する組成物１の泡挙動に関する３回の測定値をすべてプ
ロットしたグラフである。
【図２】表２に示された成分を有する組成物２の泡挙動に関する３回の測定値をすべてプ
ロットしたグラフである。
【図３】表３に示された成分を有する組成物３の泡挙動に関する３回の測定値をすべてプ
ロットしたグラフである。
【図４】表４に示された成分を有する組成物４の泡挙動に関する３回の測定値をすべてプ
ロットしたグラフである。
【図５】表５に示された成分を有する組成物５の泡挙動に関する３回の測定値をすべてプ
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ロットしたグラフである。
【図６】表６に示された成分を有する組成物６の泡挙動に関する３回の測定値をすべてプ
ロットしたグラフである。
【図７】表７に示された成分を有する組成物７の泡挙動に関する３回の測定値をすべてプ
ロットしたグラフである。
【図８】表８に示された成分を有する組成物８の泡挙動に関する３回の測定値をすべてプ
ロットしたグラフである。
【図９】表９に示された成分を有する組成物９の泡挙動に関する３回の測定値をすべてプ
ロットしたグラフである。
【図１０】表１０に示された成分を有する組成物１０の泡挙動に関する３回の測定値をす
べてプロットしたグラフである。
【図１１】表１１に示された成分を有する組成物１１の泡挙動に関する３回の測定値をす
べてプロットしたグラフである。
【図１２】表１２に示された成分を有する組成物１２の泡挙動に関する３回の測定値をす
べてプロットしたグラフである。
【図１３】表１３に示された成分を有する組成物１３の泡挙動に関する３回の測定値をす
べてプロットしたグラフである。
【図１４】表１４に示された成分を有する組成物１４の泡挙動に関する３回の測定値をす
べてプロットしたグラフである。
【図１５】表１５に示された成分を有する組成物１５の泡挙動に関する３回の測定値をす
べてプロットしたグラフである。
【図１６】表１６に示された成分を有する組成物１６の泡挙動に関する３回の測定値をす
べてプロットしたグラフである。
【図１７】表１７に示された成分を有する組成物１７の泡挙動に関する３回の測定値をす
べてプロットしたグラフである。
【図１８】組成物１８ｃ（無ケトプロフェン組成物）の泡挙動に関する３回の測定値をす
べてプロットしたグラフである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
　以下の図１～１８は、測定法の再現性がこの図から非常によく分かるように、特定の組
成物に対する３回の測定値をすべてプロットする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９０】
実施例１～４
　通例の手順に従って、ケトプロフェンを含有する組成物、リドカイン塩酸塩を含有する
組成物、プレドニカルベートを含有する組成物、ジクロフェナクを含有する組成物、およ
びクロトリマゾールを含有する組成物を、以下の成分を有するように調製した。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００９４】
【表４】

　この組成物４の泡挙動は図４に示される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
　右足の病的状態の領域を組成物４（成分は同じ）で処置したが、この組成物４は、適用
の直前に、Ｒｅｘａｍ／Ａｉｒｓｐｒａｙからの「Ｍ３ ｍｉｎｉ ｆｏａｍｅｒ」を用い
て発泡させた。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９９】
実施例５～７
　活性成分の濃度が泡の形成に与える影響を調査するために、以下の組成物５～７を調製
し、活性成分ジクロフェナクの濃度に関して調査した。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
【表５】

　この組成物５の泡挙動は図５に示される。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０１】



(6) JP 2013-500239 A5 2013.8.29

【表６】

　この組成物６の泡挙動は図６に示される。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０２】
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【表７】

　この組成物７の泡挙動は図７に示される。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０３】
　組成物５～７の比較および対応する図５～７に基づいて、活性成分の濃度が増大するに
つれて泡量は増大し、事実上、泡安定性は変化しないと言うことができる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０４】
実施例８～１０
　リン脂質発泡剤の濃度が泡の形成に与える影響を調査するために、以下の組成物８～１
０を調製し、リン脂質発泡剤の濃度に関して調査した。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０１０５】
【表８】

　この組成物８の泡挙動は図８に示される。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０６】
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【表９】

　この組成物９の泡挙動は図９に示される。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０７】
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【表１０】

　この組成物１０の泡挙動は図１０に示される。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０８】
　組成物８～１０の比較および対応する図８～１０に基づいて、リン脂質発泡剤の濃度が
増大するにつれて泡量は減少し、事実上、泡安定性は変化しないと言うことができる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０９】
実施例１１～１３
　イソプロパノールの濃度が泡の形成に与える影響を調査するために、以下の組成物１１
～１３を調製し、イソプロパノールの濃度に関して調査した。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０１１０】
【表１１】

　この組成物１１の泡挙動は図１１に示される。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
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【表１２】

　この組成物１２の泡挙動は図１２に示される。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１２】
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【表１３】

　この組成物１３の泡挙動は図１３に示される。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１３】
　組成物１１～１３の比較および対応する図１１～１３に基づいて、イソプロパノールの
濃度が５重量％から１０重量％まで増大すると泡量はイソプロパノールの濃度の関数で増
大し、次に１０重量％～２０重量％の範囲ではさらに減少し、２０重量％のイソプロパノ
ールの濃度では安定した泡は形成されないと言うことができる。図１３において最初に示
されるわずかな泡量は無視されるべきである。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１４】
実施例１４～１６
　プロピレングリコールの濃度が泡の形成に与える影響を調査するために、プロピレング
リコールの濃度に関して異なる以下の組成物１４～１６を調製した。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１５】
【表１４】

　この組成物１４の泡挙動は図１４に示される。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１６】
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【表１５】

　この組成物１５の泡挙動は図１５に示される。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１７】
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【表１６】

　この組成物１６の泡挙動は図１６に示される。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
　組成物１４～１６の比較および対応する図１４～１６に基づいて、プロピレングリコー
ルの濃度は泡量および泡安定性に対して全く、または非常にわずかしか影響を与えないと
言うことができる。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１９】
実施例１７
　顔の領域に顕著なざ瘡を有する１４人の被験者（女性８、男性６）に対する比較調査で
は、組成物１７により以下の表においてその成分が定量化される組成物から作られた泡で
被験者を１日２回（朝と夜）処置した。
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２０】
【表１７】

　この組成物１７の発泡挙動は図１７に示される。
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２２】
　いずれの場合も、上記のＳＩＴＡ測定法を用いて作った泡で各被験者の顔の左半分を処
置し、Ｒｅｘａｍ／Ａｉｒｓｐｒａｙの「Ｍ３ ｍｉｎｉｆｏａｍｅｒ」で作った泡によ
り各被験者の顔の右半分を処置し、いずれの泡も組成物１７から調製した。
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２５】
実施例１８
　１２人の被験者（女性５、男性７）の二重盲検の無作為化したプラセボ対照比較研究で
は、人工的に誘発したＵＶ紅斑の処置における
　ａ）４％のジクロフェナク－ナトリウムを含有する上記の組成物９の効力、
　ｂ）１０％のケトプロフェンを含有する上記の組成物１の効力、および
　ｃ）無ケトプロフェン組成物（成分２～９に関しては組成物１と同一であるが、この無
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ケトプロフェン組成物はケトプロフェンを有さず、代わりに組成物１よりも１０重量％多
い水を有する）の効力
を調査した。使用した全ての泡は、同じ出発組成物に基づいて上記のＳＩＴＡ測定法およ
びＲｅｘａｍ／Ａｉｒｓｐｒａｙの「Ｍ３ ｍｉｎｉｆｏａｍｅｒ」を用いて生成した。
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２９】
　組成物１８ｃ）（無ケトプロフェン組成物）の泡挙動は図１８に示される。
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３５】
　実施例１および２ならびに４～１６において上記で使用したリン脂質発泡剤Ａは以下の
組成を有し、以下の値は乾燥物質を指す。
　ホスファチジルコリン　　　　　　　　　８０重量％±１０重量％
　リゾホスファチジルコリン　　　　　　　３重量％±３重量％
　ホスファチジン酸　　　　　　　　　　　８重量％以下
　ホスファチジルエタノールアミン　　　　４重量％以下
　他の油性成分　　　　　　　　　　　　　最大６重量％
　酸価　　　　　　　　　　　　　　　　　２
　過酸化物数　　　　　　　　　　　　　　６
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３６】
　実施例３および１７において上記で使用したリン脂質発泡剤Ｂは以下の組成を有し、以
下の値は乾燥物質を指す。
　ホスファチジルコリン　　　　　　　　　８５重量％±１０重量％
　リゾホスファチジルコリン　　　　　　　３重量％±３重量％
　トコフェロール　　　　　　　　　　　　最大０．３重量％
　酸価　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　過酸化物数　　　　　　　　　　　　　　５
【手続補正３４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　泡として皮膚に適用されるべき液体医薬組成物を開発するための方法であって、発泡可
能な液体組成物が、少なくとも１種の溶媒、少なくとも１種の薬学的活性成分、および少
なくとも１種のリン脂質発泡剤を有する、方法において、
　泡量および泡安定性が、推進剤を使用することなく標準化されたＳＩＴＡ測定法によっ
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て決定されること、および
　前記液体組成物に、前記ＳＩＴＡ測定法によって生成される前記泡が、４５０～１４０
０ｍｌの間の泡量と、１０分までの休止時間の後に、前記泡の生成直後にもともと存在し
ていた前記泡量の５５％～１００％の間の泡量をまだ残しているような泡安定性とを有す
るまで、前記少なくとも１種の発泡剤、前記少なくとも１種の溶媒および前記少なくとも
１種の薬学的活性成分が、その化学的性質および／または濃度に関して変更されること、
を特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＳＩＴＡ測定法によって生成される前記泡が、６００～１２００ｍｌの間の泡量を
有することを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記泡が、前記休止時間の後に、前記泡の生成直後にもともと存在していた前記泡量の
８５％～９９％の間の泡量を残しているような泡安定性を有することを特徴とする、請求
項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＳＩＴＡ測定法によって指定される前記泡と、薬学的特性との間に相関関係が示さ
れることを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記液体組成物の機械的な発泡のために泡アプリケータが選択され、選択された前記泡
アプリケータによって前記液体組成物から泡が生成され、前記泡アプリケータによって生
成される前記泡の特性と、前記ＳＩＴＡ測定法により決定される前記泡量および／または
前記泡安定性との間に相関関係が示されることを特徴とする、請求項１～４のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＳＩＴＡ泡測定法によって、前記液体組成物から、０．０５ｇ／ｍｌ～０．８ｇ／
ｍｌの間の泡密度を有する泡が生成されることを特徴とする、請求項１～５のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＳＩＴＡ泡測定法によって、前記液体組成物から、０．１５ｇ／ｍｌ～０．４ｇ／
ｍｌの間の泡密度を有する泡が生成されることを特徴とする、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記液体組成物を製造するための前記溶媒が、水、少なくとも１種のアルコール、およ
び水とアルコールの混合物を有する群から選択されることを特徴とする、請求項１～７の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　少なくとも１種の全身的および／または局所的に作用する薬学的活性成分を含む、局所
使用に適した液体組成物であって、前記組成物が薬学的活性成分に加えて少なくとも１種
の溶媒および少なくとも１種の発泡剤も含有し、そして適用されたときに泡を形成するよ
うな流体粘稠度を有する、組成物において、
　液体組成物中に含有される前記少なくとも１種の発泡剤がリン脂質発泡剤であること、
および
　前記少なくとも１種のリン脂質発泡剤、前記少なくとも１種の溶媒および前記少なくと
も１種の活性成分が、その化学的性質および／またはその濃度にて互いに合わせられて、
前記組成物が付加的な推進剤を使用することなく機械的に発泡可能となり、そのようにし
て生成される前記泡が、４５０～１４００ｍｌの間の泡量と、１０分までの休止時間の後
に、前記泡の生成直後にもともと存在していた前記泡量の５５％～１００％の間の泡量を
まだ残しているような泡安定性とを有すること、その際、前記泡量と前記泡安定性がいず
れも標準化されたＳＩＴＡ泡測定法によって決定されること、
を特徴とする組成物。
【請求項１０】
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　前記ＳＩＴＡ測定法によって生成される前記泡が、６００～１２００ｍｌの間の泡量を
有することを特徴とする、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記泡が、前記休止時間の後に、前記泡の生成直後にもともと存在していた前記泡量の
８５％～９９％の間の泡量を残しているような泡安定性を有することを特徴とする、請求
項９または１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記泡が、０．０５ｇ／ｍｌ～０．８ｇ／ｍｌの間の密度を有することを特徴とする、
請求項９～１１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記泡が、０．１５ｇ／ｍｌ～０．４ｇ／ｍｌの間の密度を有することを特徴とする、
請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記組成物が、前記溶媒として、水、または少なくとも１種のアルコールを有すること
、および前記組成物が、前記リン脂質発泡剤として、植物成分から単離されたリン脂質お
よび／またはリン脂質混合物を有することとを特徴とする、請求項９～１３のいずれか一
項に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記少なくとも１種の活性成分がヒトまたは動物に使用するための活性成分であり、局
所麻酔薬、抗アレルギー薬、皮膚薬、インフルエンザ感染や感冒に対する活性成分、神経
障害の処置のための活性成分、循環障害の処置のための活性成分、化学療法薬、キニーネ
、抗真菌剤、抗生物質、サリドマイド、セロトニン、エイコサノイド、鎮痛剤、抗痙攣薬
、非ステロイド性抗リウマチ薬、ロイコトリエン、ロイコトリエン阻害薬、アンドロゲン
、抗アンドロゲン薬、コルチコイド、オピエート受容体拮抗薬、血液凝固阻害物質、血小
板凝集阻害薬、ヒスタミン拮抗薬、調節および酵素作用ペプチドおよびタンパク質、核酸
（一本鎖および二本鎖ＤＮＡ、一本鎖および二本鎖ＲＮＡ、ｓｎＲＮＡ、ＤＮＡオリゴヌ
クレオチド、ＲＮＡオリゴヌクレオチド）およびオリゴペプチド、鎮痒薬、抗糖尿病薬、
プロスタグランジン、プロスタグランジン合成阻害薬、抗ウイルス作用または静ウイルス
作用物質、抗菌作用物質、プリオンに対する活性成分、免疫抑制薬、ホルモン、いぼまた
は創傷、特に慢性的な創傷の処置のための活性成分、ビタミン、植物抽出物または植物抽
出物のエッセンス、向精神薬、睡眠に影響する活性成分、興奮薬、全身麻酔薬、筋弛緩薬
、抗てんかん薬、抗パーキンソン病薬、制吐薬、抗寄生虫薬、ガングリオン活性成分、交
感神経活性成分、副交感神経活性成分、抗菌作用薬、カルシウム拮抗薬、心臓血管薬、抗
喘息薬、鎮咳薬、去痰薬、肝臓薬、利尿薬、利胆薬、消毒薬、微量元素、抗感染薬、細胞
分裂阻害薬、代謝拮抗薬、ホルモン拮抗薬、免疫賦活剤、ならびに上記活性成分の誘導体
および塩を有する群から選択されることを特徴とする、請求項９～１４のいずれか一項に
記載の組成物。
【請求項１６】
　前記少なくとも１種の鎮痛剤が、０．１重量％～２０重量％の間の濃度で前記組成物中
に含有されることを特徴とする、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記少なくとも１種の鎮痛剤が、２重量％～１０重量％の間の濃度で前記組成物中に含
有されることを特徴とする、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記組成物が、鎮痛剤として、ジクロフェナク、ケトプロフェン、イブプロフェンまた
はジクロフェナクの塩を有する、請求項９～１７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記少なくとも１種の抗真菌剤が、０．０１重量％～１０重量％の間の濃度で前記組成
物中に含有されることを特徴とする、請求項９～１８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２０】
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　前記組成物が前記少なくとも１種のコルチコイド活性成分を０．００１重量％～３重量
％の間の濃度で有することを特徴とする、請求項９～１９のいずれか一項に記載の組成物
。
【請求項２１】
　前記組成物が前記少なくとも１種の局所麻酔薬を３重量％～１５重量％の間の濃度で有
することを特徴とする、請求項９～２０のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２２】
　前記組成物が前記少なくとも１種の免疫賦活剤を０．０３重量％～０．１重量％の間の
濃度で含有することを特徴とする、請求項９～２１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２３】
　前記組成物が、前記リン脂質発泡剤として、大豆から単離されたホスファチジルコリン
を含有すること、および前記リン脂質発泡剤中の前記ホスファチジルコリンの濃度が乾燥
物質に関して５０重量％～９５重量％の間であることを特徴とする、請求項９～２２のい
ずれか一項に記載の組成物。
【請求項２４】
　最大１５重量％のリゾホスファチジルコリン、最大１０重量％のホスファチジン酸およ
び最大１０重量％のホスファチジルエタノールアミンが、前記リン脂質発泡剤中に含有さ
れることを特徴とする、請求項２３に記載の組成物。
【請求項２５】
　前記リン脂質発泡剤中に含有されるホスファチジルコリンが、最大１０の酸価、最大１
０の過酸化物数、および最大６重量％の油濃度を有することを特徴とする、請求項２３ま
たは２４に記載の組成物。
【請求項２６】
　前記組成物が前記リン脂質発泡剤を２重量％～２５重量％の間の濃度で有することを特
徴とする、請求項９～２５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２７】
　前記組成物が前記リン脂質発泡剤を４重量％～１５重量％の間の濃度で有することを特
徴とする、請求項２６に記載の組成物。
【請求項２８】
　前記組成物が、２重量％～２５重量％の間の濃度のプロピレングリコールを含有するこ
とを特徴とする、請求項９～２７のいずれか一項に記載の組成物。
【手続補正３５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】

【手続補正３６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図５】

【手続補正３７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】

【手続補正３８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７】

【手続補正３９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図８】

【手続補正４０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図９】

【手続補正４１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１０】

【手続補正４２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１１】

【手続補正４３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１２】

【手続補正４４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１３】

【手続補正４５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１４】

【手続補正４６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１５】

【手続補正４７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１６】

【手続補正４８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１７】

【手続補正４９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１８】

【手続補正５０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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